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９
月
１
３
～
１
８
日
の
会
期
で
、
皆

野
町
議
会
の
９
月
定
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。（
会
期
は
６
日
間
で
し
た
が
、
１

４
日
で
、
す
べ
て
の
審
議
が
終
了
し
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
） 

一
般
質
問
は
５
名
（
小
杉
、
林
、
新

井
、
常
山
、
内
海
）
の
各
議
員
が
行
い

ま
し
た
。 

町
長
提
出
議
案
１
５
件
（
認
定
４
件
、

議
案
１
０
件
、
同
意
１
件
）
で
し
た
。 

主
な
内
容
は 

☆
平
成
２
９
年
度
皆
野
町
一
般
会
計
、

特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
）
の
決
算

認
定
。 

☆
平
成
３
０
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
（
国
保
、

介
護
、
後
期
高
齢
者
医
療
）
の
審
議
。 

 

☆
議
案
第
２
８
号 

『
皆
野
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
』 

 

重
度
心
身
障
害
者
に
対
す
る
医
療
費

の
助
成
に
所
得
制
限
を
設
け
る
も
の
で

す
。
条
例
改
正
に
常
山
議
員
は
反
対
し

ま
し
た
。 

平成 2９年度（20１７年）一般会計 決算 

歳 入 ４１億２６３６万５千円 

     （前年比 ６０１６万９千円増） 

主なもの（特 徴） 

 町 民 税  ４億６９８９万３千円 

 固定資産税  ５億１０７５万６千円 

 地方交付税 １５億５６８２万２千円 

 国庫支出金  ３億６９６３万７千円 

 県支出金   ２億５２１２万８千円 

 町  債   ３億００１０万円 

歳 出 ３９億８０３６万３千円 

（前年比 ４７８万円減） 

 主な事業 

〇子ども医療費 

 （１８歳までの子ども医療費無料化） ２９４４万２千円  

〇住民健診            １８６１万９千円 

〇おでかけタクシー事業       １６４万８千円 

〇町営バス運行業務委託料     ２７３０万８千円  

〇皆野小普通教室改修工事      ５２９万２千円 

〇文化会館空調設備更新工事  １億１２７９万６千円 

〇温水プール吐出配管改修工事    ９３９万６千円 

〇有害鳥獣防護柵設置補助金     １５０万円 

☆
議
案
第
３
０
号 

ふ
れ
あ
い
館
閉
館 

「
皆
野
町
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い

館
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
」 

（
質 

問
）
閉
館
す
る
主
な
理
由
は 

（
答 

弁
）
長
い
間
、
赤
字
が
続
き
建

物
の
老
朽
化
、
水
回
り
、
ボ
イ
ラ
ー
の

修
理
（
２
５
０
万
円
く
ら
い
か
か
る
）

を
し
て
も
客
が
見
込
め
な
い
た
め
決
断 

（
質 

問
）
町
民
か
ら
再
開
の
要
望
は 

（
答 

弁
）
１
名
だ
け
要
望
あ
り 

（
質 

問
）
最
近
の
利
用
人
数
は 

（
答 

 

弁
）
Ｈ
２
８
と
２
９
年
を
比
べ

利
用
者
は
２
４
９
４
人
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す 

（
質 

問
）
今
後
、
こ
の
建
物
を
ど
う
す
る
の
か 

（
答 

弁
）
民
間
で
利
用
す
る
人
が
い
れ
ば
よ
い

が
、
老
健
施
設
な
ど
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
も

の
で
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
る 

 

 

 

 

特別会計 決算（Ｈ２９）２０１７年 

国民健康保険  歳入 １５億５５４６万１千円 

         歳出 １４億１６３８万６千円 

介 護 保 険     歳入 １０億５８４０万４千円 

         歳出 １０億３４２２万８千円 

後期高齢者医療 歳入  １億２４７６万８千円 

         歳出  １億２４０３万円 

 

請
願
第
３
号 

「
東
海
第
二
原
子
力
発
電
所
の
運
転
延
長

を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
に
関

す
る
請
願
」 

 

提
出
者 

東
海
第
二
原
発
を
考
え
る 

秩
父
の
会 

代
表 

山
田
ナ
オ
ミ 

 

紹
介
議
員 

内
海 

勝
男 

 

〃 
 

 

常
山 

知
子 

 

請
願
は
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ 

ま
し
た
が
、
内
容
が
急
を
要
す
る
も
の
な
の
で
、 

内
海
、
常
山
議
員
は
こ
の
議
会
で
審
査
す
る
よ
う 

主
張
し
て
委
員
会
付
託
に
反
対
し
ま
し
た
。 

 

請
願
審
査
報
告 

６
月
議
会
に
提
出
の
請
願
第
２
号 

「
憲
法
９
条
改
定
に
反
対
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て 

 

８
月
１
７
日
、
委
員
会
を
開
催
、
請
願
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
結
果
『
不
採
択
』
す
べ
き
（
賛
成

５
、
反
対
１
）
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
議
会
で
は
、

そ
の
報
告
を
受
け
て
「
不
採
択
」
に
反
対
の
討
論

を
内
海
、
常
山
議
員
、
賛
成
の
討
論
を
若
林
、
宮

原
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 

 
常
山
議
員
の
一
般
質
問
か
ら 

 
国
保
税
の
子
ど
も
の 

均
等
割 

減
免
に
つ
い
て 

（
質 

問
）
市
町
村
国
保
は
、
世
帯
内
の
加

入
者
数
に
応
じ
て
負
担
す
る
均
等
割
が
あ

り
ま
す
。
収
入
の
な
い
子
ど
も
に
も
負
担
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
均
等
割
に
つ
い
て
子
ど
も

の
分
を
減
免
す
る
よ
う
、
そ
の
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。 

（
答 

弁
）
子
育
て
支
援
か
ら
、
第
３
子
か

ら
の
子
ど
も
に
つ
い
て
平
成
３
１
年
度
か

ら
減
免
し
ま
す
。 

（
質 

問
）
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
を
行
う

と
、
ど
の
く
ら
い
の
保
険
税
が
減
免
に
な
り

ま
す
か
。 

（
答 

弁
）
国
保
加
入
者
１
８
才
ま
で
の
す

べ
て
の
子
ど
も
の
場
合 

対
象 

１
７
２
人
減
免
額 

２
９
５
８
４
０
０
円 

 

第
２
子
か
ら
の
子
ど
も
を
対
象 

 
 

 

対
象 

７
２
人
減
免
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
２
３
８
４
０
０
円 

 

第
３
子
か
ら
の
子
ど
も
を
対
象 

 
 

 

対
象 

 

１
９
人
減
免
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
２
６
８
０
０
円 

（
質 

問
）
国
保
加
入
者
の
１
８
才
ま
で
の

子
ど
も
す
べ
て
を
対
象
に
し
て
も
約
３
０

０
万
円
で
実
現
で
き
ま
す
。
２
９
年
度
一
般

会
計
決
算
は
１
億
円
以
上
の
黒
字
で
す
。 

 

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
、
国
保
加

入
者
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
に
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
答 

弁
）
研
究
し
て
み
た
い
と
考
え
ま

す
。 

 

豪
雨
災
害
対
策
に
つ
い
て 

（
質 

問
）
西
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨
は
、

広
い
範
囲
で
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫

が
多
発
し
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
「
災
害
は
起
る
」
を
前
提
に

被
害
を
少
し
で
も
く
い
止
め
る
た
め
の

対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。 

（
答 

弁
）
水
防
法
に
よ
り
「
浸
水
想
定

区
域
」
に
指
定
さ
れ
た
市
町
村
に
は
、
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
す
が
、
町
は
指
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
現
時
点
で
は
マ
ッ
プ
の
作
成

は
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
。 

（
質 

問
）
秩
父
ダ
ム
（
二
瀬
ダ
ム
、
滝

沢
ダ
ム
）
放
流
に
よ
る
荒
川
水
位
上
昇
時

の
対
策
ま
た
実
際
に
避
難
を
呼
び
か
け

る
ま
で
の
詳
細
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。 

（
答 

弁
）
ダ
ム
放
流
に
よ
る
避
難
計
画

は
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
各

ダ
ム
管
理
事
務
所
や
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 

 

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て 

（
質 

問
）
各
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
「
特

別
教
室
」
に
は
、
一
部
を
除
い
て
エ
ア
コ

ン
の
設
置
が
あ
り
ま
せ
ん
。
各
学
校
の
意

見
、
優
先
度
を
考
え
早
急
に
設
置
す
る
よ

う
、
そ
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

（
答 

弁
）
今
後
、
特
別
教
室
の
使
用
時

期
、
頻
度
、
日
当
た
り
等
を
考
え
必
要
度

の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
設
置
し
て
い

く
予
定
で
す
。 

（
質 

問
）
避
難
勧
告
や
指
示
な
ど
の
発

令
が
防
災
無
線
も
聞
き
と
れ
な
い
豪
雨

の
時
を
想
定
し
た
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
ま
す
か
。
ま
た
、
情
報
を
し
っ
か
り

伝
達
す
る
た
め
に
、
戸
別
受
信
機
の
設
置

を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

（
答 

弁
）
災
害
救
助
保
護
計
画
の
発
令

基
準
及
び
伝
達
方
法
に
も
と
づ
き
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
つ
く
し
て
迅
速
な
伝
達
を

徹
底
す
る
等
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
な
お

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
別
の
手
段

（
安
心
安
全
メ
ー
ル
）
の
整
備
を
行
い
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

人 事 

教育委員会教育長の任命 

豊田 尚正氏（再任） 

発議２号 

「ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書｝ 

全員の賛成で国に意見書を提出 

 

常
山 

知
子 

 

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
身
に
こ
た
え
ま

し
た
ね
。 

６
月
、
大
阪
北
部
で
地
震
が

発
生
。
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ

て
、
登
校
途
中
の
小
学
生
が
下
敷
き
に
な

り
死
亡
し
ま
し
た
。 

 

７
月
に
は
、
西
日
本
豪
雨
災
害
。
川
の

氾
濫
で
多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
愛

媛
県
の
肱
川
の
氾
濫
は
ダ
ム
の
放
流
が

原
因
で
は
と
。
ダ
ム
が
自
分
達
を
守
っ
て

く
れ
る
と
思
っ
て
い
た
住
民
。 

 

９
月
に
入
っ
て
台
風
２
１
号
で
関
西

国
際
空
港
は
一
時
、
陸
の
孤
島
に
。
復
興

が
進
ま
な
い
中
、
今
度
は
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
、
全
道
が
停
電

に
な
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
。 

 

こ
う
書
い
て
く
る
と
、
日
本
列
島
が
災

害
の
島
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
秩
父
は
洪

水
も
な
い
し
、
地
震
も
少
な
い
し
、
い
い

と
こ
ろ
だ
」
と
多
く
の
人
か
ら
聞
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
災
害
は
「
ど
こ
に
で
も

起
こ
り
う
る
」
そ
う
考
え
て
お
く
こ
と
が

大
事
だ
と
。 

 

今
度
の
９
月
議
会
、
「
命
を
守
る
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
」
た
め
の
対
策
を

し
っ
か
り
と
っ
て
お
く
こ
と
を 

質
問
し

ま
し
た
。 


